
（別紙３）

～ 令和8年1月21日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

～ 令和8年1月21日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 個々を良く把握し、子どもにあった支援を行っていく。

2 より安全に遊んだり過ごすことのできる環境を整えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
短時間でも満足感の得られるプログラムを提供することで、

利用者・保護者の理解を得られるようにする。

2

3

児童発達支援から継続して通所している利用者が多く、安心感

のある利用につながっている。

保護者から利用日以外の生活の様子を聞いたりして、相談をし

やすい環境を積極的に作り、相談を受けている。

身体を十分動かせるスペースと、落ち着けるスペースがある。 遊びやプログラムの内容によって、部屋を分けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

夏休み等、長期休暇の時も、利用時間が短い。 多機能型で児童発達支援事業を提供しているため。

令和7年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　東金市簡易マザーズホーム

○保護者評価実施期間
令和7年12月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


